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　９月27日（月）体育協会主催の「大人の遠足」が行われ

ました。晴天に恵まれ青空の下、総合体育館を出発し、南丘

森林公園目指し歩きました。

　冬に行われたウォーキングラリー参加者を中心とした約

10名の参加者は約15�の道のりを、元気いっぱいに歩き、

自然のなかで心地良い汗を流しました。
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　９月27日（月）に公民館にて、｢新就業者のつどい」が開

催されました。

　この日は平成21・22年度に新たに町内に就職・就農した

10名のかたが集まり、字中和 家具工房たいむ 佐藤順一氏よ

り講演を受け、その後交流会を行いました。参加者達は仕

事に対する思いなどを話ながら交流を深めました。
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　９月28日（火）、兵庫県神戸市の野田高校の修学旅行で

農業体験事業が行われました。この事業は和寒町グリーン

ツーリズムネットワーク協議会（代表中原浩一氏）が受入

れを行っているもので、この日訪れた生徒は、町内の受け入

れ農家のかたのもとで、ミニトマトの収穫やかぼちゃ磨き

などの作業を行い、日頃食べている農産物がどのように作

られているか学習を深めていました。

～地域の話題をお届けします～
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　９月16日（木）、和寒小学校改築事業竣工を記念して全
校児童による人文字撮影が行われました。この日は、カメラ
を搭載した飛行船を飛ばし上空から撮影され、全校児童167
名でかたどった「和小」の文字が見事に映し出されました。
　和寒小学校は平成20年度に校舎工事、平成21年度に体育
館工事、平成22年度に外溝工事が実施され、全ての工事が
完了しました。
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　10月２日（土）図書館にて劇団バクによるマスクプレイオ
ペレッタ（ぬいぐるみ人形劇）が行われました。
　みんなが知っている昔話をたのしい歌と踊りで味付けした劇
団バクの「おむすびころりん」。上演には、お年寄りから小さな
子どもまで約80名が来館し、躍動感のあるマスクプレイオペレ
ッタの世界を楽しんでいました。
　正直爺さん、欲張り爺さん、可愛いねずみたち・・・どのキ
ャラクターも全身を使った感情豊かな演出で、子どもも大人も
すっかり魅了。「さよなら」が名残惜しいあっという間の１時間
でした。
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　10月４日（月）札幌市で運営しているコミュニティＦＭ
「三角山放送局」で放送されている「三角山タウンボイス
・アナタが主役」の番組に伊藤町長がゲスト出演し、和寒
町のカボチャなどを紹介しながら「ぜひ和寒町に訪れてほ
しい」とまちの魅力を伝えました。
　三角山放送局は札幌市の西区を主なエリアとして放送を
行っているコミュニティＦＭで、和寒町出身の杉澤洋輝さ
んが代表を務めています。今後も放送局と協力しながら札
幌圏へのＰＲを検討していきます。
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　10月16日（土）、リサイクルセンターにおいてクリーン

タウンわっさむによる「リサイクルまつり」が開催されま

した。毎年開催されているこのイベントでは、遊休品の引

渡やエコ商品の抽選会、フリーマーケットなどのほか、コー

ヒーの無料配布なども行われ、約160名の町民のかたがた

が訪れました。
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　10月10日（日）、恵み野ホール周辺において第13回パン
プキンフェスティバルが開催されました。このイベントは、
「かぼちゃの里わっさむ」をＰＲしようと農業関係団体ば
かりではなくいろいろな分野の団体が協力し行われていま
す。会場では、ランタン作り体験、熱気球の搭乗体験や恒例
のカボチャつかみ取り、カボチャみこし、新米や農産物の直
売も行われるなど、町内外から多くのかたがたが訪れ秋の
味覚を楽しみました。
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　10月７日（木）、和寒中学校１年生が作成したかぼちゃ

のランタンが交流施設ひだまり駐車場に展示されました。

今回展示された作品は「第11回かぼちゃランタンコンテス

ト」に出展するもので、生徒たちの個性あふれるユニーク

な25個のランタンが施設を訪れる人の目を引きつけていま

した。また、８日（金）にはロウソクに火が灯され、幻想的

な雰囲気を醸し出していました。
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　10月６日（水）保健福祉センターにて『うつの理解を深め
よう～働きざかりのこころの健康～』をテーマに旭川医科大学
医学部　健康科学講座　杉岡良彦医師を招いて健康づくり講
演会が開催されました。
　講演会では、現代社会で問題となっている「うつ病」につい
て、具体的なアドバイスを受けました。近年増加している心の病
気への関心は高く、参加した町民など100人余りは杉岡医師の
わかりやすいお話しに、多くの人々が抱えているストレスとここ
ろの健康への理解を深めるなど熱心に耳を傾けていました。
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